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　「光陰矢の如し」という言葉がありますが，月日の経つのは本当に早い
ものだと今更ながら驚うかされています。政治経済学部にお世話になって
からはや40有余年，そして未だ若い若いと思っておりました私自身も，も
う直ぐ満70歳を迎える年になってしまいました。そして今，過ぎ去った在
職期間の40有余年間を振り返ってみますと，いろいろのことが想い出され
ますが，とりわけ今だに強く印象に残っておりますことは1984年の夏期休
暇中の出来事でした。この日もまた何時ものようにNHKの朝のニュース
をとテレビをつけましたところ，突然目に映ったのは「明治大学政治経済
学部の今年度の入試に疑惑がある」との驚ろくべき内容のものでした。学
部創設以来初めてのことでしたし，夢想だにしていなかったことでしたの
で，余りの驚愕にテレビの映像，流れてくるアナウンサーの声すぺてが夢
の中の出来事ではないかと思った程でした。そしてその日を境に，当時入
試の最高責任者である私の家には各テレビ局や新聞社からの電話のベルが
朝夕を問わず鳴り，その上多くの記者が家まで来られるようになりまし
た。同じ学部の他の先生と同様，当学部に限ってそのような不祥事は決し
て無いと私自身も信じておりましたが，事の余の重大さに，急遽役職会を
開き，いろいろの角度から調査しましたが，そのような事実は何一つ出て
来ませんでした一後日設置された調査委員会の調査結果も同じでした
一が，既にテレビや新聞を通して知り，心配しておられる教授会員への
経過報告と，当事者である執行部だけでの調査では第三者に納得していた
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だけな恥かもしれないとの危惧もあって，徹底的に調査していただくため
の役職者以外からなる調査委員会の設置を提案するために，共同記者会見
を行うに先立ち，緊急教授会を開催することにしましたが，余りの突然の
ことでもあり，その上長い夏期休暇中のことで，既に休暇中の予定の行事
の計画をされておられる先生の多いのも予想されましたので，その日の教
授会への出席者数に一沫の不安もなかったわけではありませんでしたが，
当日は，御多忙中，然も酷暑にも拘わらず，通常の教授会以上の方が出席
して下されましたのを見ました時，一旦事が起こりますと，何はさておき
面ぐ出席して下される学部愛の強い先生の多いことに甚く感激しましたと
同時に，この学部に奉職することが出来た幸せを，此の時程感じたことは
ありませんでしたし，何時までもそのような学部であって欲しいと願った
ことはありませんでした……。
　想えぽ師範学校卒業後小学校教諭になり，一度は終生小学校での教壇生
活を送ろうと思っておりました私が，明治大学政治経済学部に入学し，卒
業後同学部の研究室に籍を置くという，一般の大学教授とはあまりにも懸
離れた経験をもつ私が，大学の教壇に立つことが出来ましたことは，ひと
えに，御指導下されました恩師の藤本幸太郎先生をはじめ，多くの諸先輩
の先生の賜と，深く感謝しますと共に，奉職以来40有余年の長い期間，大
過なく過ごすことが出来ましたことは，主として，同じ政治経済学部に籍
を置かれる諸先生の御指導，御鞭捷のお蔭と深く感謝しておりましたの
に，此の度，そのような私の為に古稀記念論文集を刊行して下されました
ことは，本当に身に余る光栄と深く感謝しております。これは刊行にあた
って真摯の研究労作をお寄せ下されました諸先生には言うに及ぼず，この
企画をたてて下されました百瀬恵夫政治経済学部長をはじめとする政経論
叢編集委員の諸先生，並びにいろいろと労をとられた新田功助教授に，厚
く御礼申し上げます。
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　ところで，よく「大学教授は研究者であると同時に教育者でもある」と
言われていますように，二面性を持っていると私自身も思っております
故，教わる立場から教える立場に，そして再び教わる立場から教える立場
に戻った私として感じましたことは，大学においても教授法は重要だとい
うことです……。
　謝辞が何時しか意から外れた文字の羅列になってしまいましたが，これ
は未だになおらない私の学部への甘えと，いつもの妄言としてお許し下さ
れますようお願い致します。
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